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開始の合図があるまで，以下の注意事項を読んで待機してください。 
 

 

― 注 意 事 項 ― 

 

１．検査の時間は，45分間です。 

２．この冊子は，監督者の指示があるまで開かないでください。 

３．検査開始の合図のあと，冊子の所定欄に受験番号と氏名を必ず記入してください。 

４．この冊子の総ページ数は3ページです。 

５．検査開始の合図のあと，ページ数を確認し，落丁や乱丁があった場合は手を挙げて監督者に知ら

せてください。 

６．解答は，必ず冊子の所定欄に記入し，下書きをする場合は冊子の余白を使用してください。 

７．冊子は，原則として交換しませんので，傷めないように注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

受
験
番
号 

 

氏 
 

名 

 

 

常 磐 大 学 

総合政策学部 総合政策学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

余 白 



3 

以下の文章を読んだうえで，自分の考えを 600 字以内で述べなさい。 

 

「宮城の空き家，過去最多 14 万戸 東北他県も増加，進む少子高齢化」 

 

宮城県内の空き家数が過去最多の 14 万戸になった。東日本大震災で自宅を失った人々が移り住んで

空き家数は一時減ったが，再び空き家になるケースが続出。少子高齢化が加速化していることも背景の

一つにありそうだ。 

空き家は，誰も住んでいない家のことを指す。適切な管理が必要で，放っておくと傷みやすく，台風

で一部が飛んだり，地震で倒壊したりする危険性がある。 

総務省が 4 月に発表した住宅・土地統計調査（速報値）によると，県内の総住宅数は 112 万 9100 戸

で，前回の 2018 年から 3.7%（3 万 9800 戸）増え，過去最多。そのうち，空き家は前回から 7.3%（9500

戸）増の 14 万戸で過去最多だった。空き家率は前回より 0.4 ポイント増の 12.4%。全国平均の 13.8%よ

りは少なかった。 

東日本大震災後，初の調査となった 13 年には，その前の 08 年調査から 4.3 ポイントの大幅減となる

9.4%まで低下。ところが，そこから再び増加傾向が続いている。 

空き家のうち，賃貸や売却，別荘の用途のない空き家は 5 万 1800 戸だった。用途別の調査を始めた

1983 年以降では最多となった。 

県住宅課によると，東日本大震災では，空き家自体が被災して無くなったり，被災地で住む場所を失

った人たちが別の住み家を求めたりした影響で，一時的に空き家数が減った。だが，その後，全国的な

高齢化の傾向と同様，単身高齢者が施設に入ったり，亡くなったりした家には誰も住まず，空き家が増

加した。 

さらに，少子高齢化も深刻さを増す。県によると，昨年 3 月時点で，65 歳以上の高齢者人口は 65 万

4169 人で，総人口が 0・6%減ったのに対し，高齢者人口は 0・4%増えた。総人口に占める高齢者人口の

割合も，29・1％で前年と比較して 0・3 ポイント上昇。県はこうした深刻化する少子高齢化の影響で，

今後も空き家は徐々に増えていくとみている。 

宮城県以外の東北 5 県も，いずれも空き家総数と用途のない空き家数が増えていた。空き家率は岩手

の 17.3%が最も高く，青森 16.7%，秋田 15.7%，福島 15.2%と続き，全国平均の 13.8%を上回った。 

総住宅数は前回と比べ，秋田が 5 千戸減，青森が 1 千戸減，福島はほぼ同数で，岩手，山形は増えて

いた。 

調査は建物の住居実態を把握するため，国が 5 年に 1 度実施している。宮城県内では 2023 年 10 月 1

日時点で，全 35 市町村の調査区域内から抽出した約 6 万 3 千住戸・世帯を調査した上で「推計値」と

して算出した。 

 

住宅・土地統計調査の空き家率 

    2018 年    23 年 

 青森 15・0% → 16・7% 

 秋田 13・6% → 15・7% 

 岩手 16・1% → 17・3% 

 宮城 12・0% → 12・4% 

 山形 12・1% → 13・5% 

 福島 14・3% → 15・2% 

 全国 13・6% → 13・8% 

（総務省調査のデータから抜粋） 

 

（出典：福留庸友「宮城の空き家，過去最多 14 万戸 東北他県も増加，進む少子高齢化」『朝日新聞デ

ジタル』2024 年 6 月 1 日） 

https://digital.asahi.com/articles/ASS503W04S50UNHB00KM.html?iref=pc_ss_date_article 

 

（注） 問題文は原文のままである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権の都合上、問題文は掲載しておりません。 


